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経1~ 'VI汗ミ稔の;誘 i こ í~立する試験
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and Masasi 001'0: lVIale Steril1ty l.nduced by Sumc 

Gal11etoddes in CYJ予tom円'ia jajJl/n�a D. DON, Pinus 
dens�lo1"l/ SIEH. et Zucc" ilnd P. thunb〆7月ìì PARL. 

芸書 E言.スギb プカマツおよび夕日 7 ツに対する~ 14t+l.~干:jなの人為的片品.~;GO) 可能'[1 1，'早検するため
に， 18Gb斗からl070iy.~Cわたっての従士ノによる山検なÍJ なった。
スギではiìíì fE !ì百年の 8JJ ドバí)''''v 9YJ.t' 川.i_\n~ζFW 150(0.2%) , RP7194 (0.05%) , FCPA (0.5 

P記入 および MIHO (1). 1%) T処l'i!するととによって p ま?と， アカマツとクロマ Yで iふ MH ,30 
(0.2%) そJIH 吋花粉「ヨ細胞の減数ぅj1，';Wr] ftfì の 3~ '1 jl週間的処:~することによ，、て，それぞれMffi
ドlえあ説先する汐7~W~がられた。辺派緩 11:てあつども 9 そこから花粉が成役した tむf?に ii~ その花

tま 7-~J、正も )B-~<F)]をむしてし、るのく、封'ij!('_l?I'，úJ効果(j花粉飛散時におけるおitIEo)j}， 1E，または， jfp

id社i与により~ .{E*;jを Yi%i'l'えしない j斗乃 Jと有効とれu;ペしたりしかし，行なidJ1J1T:~，立川崎 IC ， i~ffi との干お
よ七やJ/~Yf持l?~':t ま t::. ， $~十円約手ヒや'n\ヤうなどの泉川匂~.n-π じた〆 との 4 のうら '('11 ， M蕊…30 が茶

1.:: が Vl ちしうるしく少な力、〉たが， k!Hト:0)みを潔 ζ手t泌せる川、うト:rk!i i\U 本Ä(D:æ 木での淀川イじ
はなおrw訟である。 f~ ごしルli j.トこ十υ<~_ る不良花粉ωJ、!総 lt 々ネ rx!試の対%K<:とはならな
L 、のふ ζ れら ρi)j立場 ;ζ刈ずる姦ノ)){.J)認をせずるず:;_， .LC :;rÚiEi討の伐ノVhli:i: い「おハらー

とれらの、~Gh!l モ{七 11]すとととはいI依てあろっ，

はじめに

ìJl作， Bt~ 楽 HIii1で;土 1;;'j"Vfl~1jによる }ç-):支出寸lfUよ~二日IIJ( し，、戸市\éjUUiじされてし

1-"J 事

この除ば i・ l: \, ì う 7ぷ(i{\，[ 土叫んlnletocide1~ O)'I:J'~ij-H といオ) ~ i. , もともと;刊誌amete" のた九、そ妨げる λiミ33

J1í\物伎の fr: F1l手伝すものてあった〈 したがって本才、は， 隊縫いずれの品川1\ 外 (g;amate) の~;'{:育会妨げる

毛、しì)~でちょヵっ止のであろうえ山川正E， :j)カ1P，i で {;UiíJL:!:ii'Y (泌1"L ベ< ~ t:~ ，_~:-') 0) :J{Yiぞ妨げる i説

のにのみjはいられp タト間!とおし も1.として ;5~D.'. ((') : c Hfトこf!c JIJ-i) ぷ JL} 行 Jこ JFいられろ 、).が~?;:くとよ

っている加、

'?t. 1:こ， Ifk焼却iの徽 if%UTI される焔

!f'jO) i!:j&UIヅi才的子主主!のちが v 、:こよって ì れるものであって， :っ;士向性「巨 rt:J (Î)lィ~t_ti:~.~g'(f(/) J&Yf ，~:1:灯 j践す

る官告さであり， i也 0) 1 つは抵i1Fのおな:ふJ!1J ;tC J" る協会である n

j~il授の現段は， lJUυt_:.{t L"}".1 ;ごい在、じる u 、影称号会与えなし、亡、 id i'1 ノ~gt;;:Jn くものであり，後行、

11 ウ:)主11などω 住lit.-!L 手.-:) \ブ ;s '1iÚQ?J にみる元議1(29 との)Jtーとは i!l仕様雌 iEが以芯ゴi之[またがなイ，ダ(~I1 
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途上のオ，ーギシン，レベルのらがいなどで性が決定されるため， ζ を及 iま

し，雄 11:の形成を妨げ，時にはとれJ会雌花として株会体の燃性化をすすめるものである80}υ

人 I 交自己で;むそのうど犯が fi家受粉でないかぎり z 交配袋内 lζ雄花の着生すーる ζ とはi評されないので，

その除;栓が必要となる u 乙0) 1な雄作業はわれわれのとり扱う主J宏、樹木で l丸単性花の多いととから比較的

容易であるとはいえ，土産11:，の小さいと/キやスギではややtïI難があり，とくに枝葉にかくれた土佐花がとり

残される場合もある。さらにi向性 Itであるアカシア郊では， )t器の小さいことと合わせて，その除維には

非常に多くの労)Jそ接言る。

林水のr4;球?干j による大量除波法がfl~発されれば，人工交配における泌総の熊10j{t. 省力化p さらに包的

とする交配の確実ttをおめるとともに，雑種夕涼の議店主も可能になる。

ま t: ， 採'Hi林，採機関 (C燐践する不良ネ*分や不良備体力'l，汚染花粉の飛散総でありながら伐り I~r けない

場合にも，その対策として利用ウさよう。さらに，将来，天然更新j市業の rt l に優良花粉の人工i散布ふいう

rJ凝が入った場企でも，その効果;'211"1大 ð '1:)ふる可能't!I;:> 私ゥてい 6 38 ) ,) 

燦ヂH'3そ対象 lこした大践的泌 i}dWHiW) ための研究者:制H，f;す日るとっさfのようである。

農作物ではf[hj性 ltが多く，ふしり花誌が小さいこと， また， I号J:;'t受粉そ行なうものなどもあり普段が:~とは

;)1コ常に多くの労力が必要である。℃立上 f

交視結雑:土~タネの長蛍主;滋筏丹窓守 1化七の土たf め ~Cと口lは土， ぜりび<L も， 滴切なた設除i，1j iリ;ニ会開発しなければならない止して， 出くから

その解決のために努力されてき j- 。

農作物のiiIiíHJ昨夜!/却に士、J Iノて，いままでに火嬰除捻j去として試みられた方法i九機fJ&!'r'Ji C雄しべをとり

i徐く )i1;!;、と物3法的， 化学的な作用を与えて妓しべの機能だけをなくす方法とに二大別することができょ

う。前者の例としてはエンジン恥における氷山法，ク rいリゼー類13) における i及 DliJJなどがある。

後者の例としては， トウモ口ご.1 y32)やイネ 12，H)15)Ut}師うえ~白チヤードグラ;7， 23" チ早シー却〕事 策引など

における jfi 減法， 小麦における冷却が~3}ヘ レンゲ3"3如、 ムラサ干ウマゴヤシ 3ü} F= おける凝riÜ\ (アノレ ~:1 …

Jレ〉浅漬法， トウモロコシ:U)} f) タベナス18)加)26) ， ì~~ ーマン19) ~ トマト制2ï)28)29)判)， ピート 31) 89)，亦ク

ロ F 叩パ __39\ t:l クローパ…加ヘ カブ89)' 多年11:ライグラスSF ， キンギョソウ 1わなどにおける薬剤~ (徐絞

知o どがある。

7J<Ôt!土、 吸引 ìJJなどでは多少のij~iドイヒははかれるが， 総務タホのJt~:庄は望めない。 また， 温湯?去は

おTEPHENS82 ) がトウモロコシで縦!，，，，/ぺと雌しべの前皮lこ対ずる抵抗議、のあることそを利)Tl し，特殊な袋設によ

る ilJ iih W1般により l泳』誌に!戊9Jしたことに始まる。 その{ん ]ODO!'llZ) がイネに応用し成功 iノ℃以来， J三己の

ご.g;くの穂 ~C --)し 3 てiiJfう10 れた U しかしながらテ 1]ふ後i1~(こしろ; {'iitp辺、にしろ， また~~品授ilをけ:にしろ? こ

れらの:方法はその談i泣ととりぬいの而から~ )ç'.t立の除14Hまなおえòi-b'Jではない。

MOORE21ìが MH 水溶液そトウモロコシ l乙故 f討することによって，

る乙とをすき見(19.50) して以来、 そのとり扱いの宿主主だことかふ すぐれた大J庖徐雄jょとして注目され

た。その後，いろいろな薬剤 (MH， F可γ-450， .F任'-7194句 FCPA， 2, 4.. D, Phosfon，ト?コン日)により 9

t記の多くの穏について Wf'J\:. されてきた。これらの薬剤のうち， FW--450 はワタ2Jでいちじるしい雄性二千;

稔の誘起!こ効果のあるととが認められ，さん ないことから， イヒ雑稜，

採種用 iζ :s!lilJ {じされてし、る。乙のワタにおける FW-450 0)薬剤散布法では， ï!Iüt誌となる植物を交 11:、に;91]

状1[.(讃え，母みとしてすぐれた側を処}1!\して，主主性器官の機能を防護し，花粉の飛散会押え， 1m処J史の父
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;才、縦斉ili: よるスド，アカマツ/>ロマツ o.).LH~ け不;，j: C)誘;引と l潟ずるぷ絞(â:iií鋭ほか)

"'ヘし γど(士 'U~~ヘ i ノ入、全if の行)j' 1L}~')もので、抗
し、

守主不のiE1í} との1'1 然Sdi1t!こよ「て，

銭安税減し> Irijt待 iご議主将宇不在:!&.GÌ守するととがくこな'>，

万， j~;;ににおける全般的 iとよるた滋除t{fi去の試みとし、ては p い主主でのとアろ9 アメ 1) 式j や r~lr\[日ヨ

チーグ7 ・~' >\'，エ t ~j ークマツ1)) 1) .::-\--;'〆マツ，fD6ì など添付JUi'!I;1均 r:. 対して， y，flj 十日 j.:I)1 心材Î'!生法 '1ι刊)免F3年 jnJ

令部UJ きやもつ主計など手、 H~ 七、 (tA験されている。'..~制する{切先手も薬剤!や)1ド↑tlEijlの l:1t'iEO)

れらの絞殺では，みるべ今成!とはねられでし叱日、が，折、仁ではÍlIUt'十!i~itl(})WHツ↓引の }l~~(":rをjJPiw:r る俄さ

も ν)がある、宅tA も♂〉としに1)れ ~r いる議t，il (})む、 fd イζfj�:{! È\Î, ~:' 1 してー、

われわれは除敗例区〉休ホ潟市への応!Hの ilI 日;;'/'1泌がl討ヨど》ために合 1965;ドから 1 97tY;jcにわたり~ mi i:;'(;î~::f: 

スギ，マ、γ銭安対象 iご附t':f>n~ r.いの林業試験)4ふ関東.1;木本有機長J》 22休 tì休業試験場しの H~ i\:'l;l 試験こして

し、 -?~i >名様;-~:~存11ヰ紋寸J寸るい:つがのJ坊主そな組i.H i!:Hずのた育長jJUii;ljする 0) ::て効浜がある止主 n

， tごのと it らの結果についγ惚 '7'j.Y~1 る

♂) i 'ふ止)'"

~~~gt_) J~ び花粉のJ{i'，i':TT日仁枕 ~frO) 剤約;'\':(I'J 総務鴻主tLtスド tニマツ織のネミ 子
ど;>'， j 、ま0) 什)(1: ,) I)!:I , 

斎藤yb:》それぞれm 汁した。ぞ!ノで，会'i，tu)) ):. i) まとめは潔艇が i iーなっ士、。

材料と方法Il 

{共試薬売iI

FW 4[)O, RP 7194, FCPA , MH (MH , MII ，:o，O) の 4 "築制である-び) 4 ト
凡

町
別

ι
、
“
、

μ
レ

苦3?T" !品tFf 式 l土下記ω とお

FW 450 : Sodium 2, J díchloroÎsりbutvratc

Cl!] 

Cl 均一一 Clh-ー叫 c -._.~ιCOONa 

Cl 

RP 7194 (トろイ n ン!、マト) : Sodiurn. 4"chlonl 2 hydroxymethylphenoxy泣く、とrate

スγCH， Oll

iJ 
i 

FC1'1¥ (RP-7846) : 2 -Folln yl-4 .chloro-phenoxyacεtic acid 

Cl 
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MH  : Maleic hydraz冝e 

(MH: 粉剤 l附)
MH-30; 30形溶液

11 

/C'" 

11 I 

\己/

なお，スギlζ供;式し は )1をお洲lイハラグ工デン(液量lこ対して0.01"'6) と，界商店十L刻エアじI

,---- Jレ cì従援に対して仏 15めをそれぞれ添加した。

また?ツ好1では農者剤を使用せず， i'i'-TIíi活性斉IJ のエア口…ノレのみをスドと ~;tJHti，ふ力n したの

E試x験p.番N号O. 二 ta;r皇: 車社 ;Ell il 
Specí桂昌

1968 Cry�tomeria jaρonica 
11 んP

フ f1 

" I! 

/1 fI 

" fI 

" 
/1 

" /1 

3 l ヲ 69 /1 

If ιy 

1/ /1 

If 1/ 

11 λF 

4 1970 〆ノ

'" 11 

11 IJ 

ノ/ !I 

11 !I 

、J 1968 Pinus thunbergii 
11 I! 

11 1/ 

6 1969 Pinus de珂siIlova 
11 /ノ

/1 11 

7 Pi抗日s thu抗beγgii
1/ 愛，

If fI 

8 1970 1I 

ノf 11 

11 I! 

〆Table L お守試験 lと f交った

Chemicals and mat記rials used 

斉iJ 供 f試t 水名 l
Chemic品1s Name of treated trees 

FCPA MGR 
R P 194 11 ---2 

FW4;j0 F J 1-2 
fI 001 1 
fI Il ---4 

!vIH -30 F J 1 今
/1 001 1 
// If -4 

/1 11 6 
Fノ ノF l() 

/1 1 Z lJ " 
1/ F] 1-4 
/1 "I' NR…1 

/1 F J 1 4 
ノ/ ABE-6 
11 TNR 18 
11 11 -19 
1/ 0 0  r'l 

FW-450 ASK-] 1 
FCPA ヴー13

R P 7194 ゲ山12

MH-30 i叫 GR-21
N 1 WM-] 

MH  グー1

MH-30 MGR-22 
委， SND-6 

MH  1/ ム.6

お1H 30 MGR-l 
ノ/ 11 ツ

fl !f --:3 

注) GFES (Meguro) :農林省林業試験場 Government Forest Exper匇eni Station. GFES (Hatioozl) :農林省
SPFES (S坥uoka) :静l凋ん林業試験場出ízuoka Prefectural Forest Experiment Station. KFT諮S (Mito) : 
スギ: MGR-l, 2 網目黒 1ι1-. 2"} FJH. 4 ;紡英樹七 2 弓， 1 lj- OOI-l, 1.6, 10 :精英樹木;井 1 -'5.~ 4 tJ) 
アカマツ: MGR-21 ;目黒21号 IWM-.1. ;精英樹i吉村fH lq タ口マツ; MGR-l, 2. 3, 22 :自然 1 十}~ 2 号 F



p 
d アカマ九ク口マツの従fH:不稔の続発lと関する試験(斎総ほか);十Mf;'il]iとよ〆3 スポ，

しだ υ

。いえ斗ょとしてはp 林正J; Ok!;c , 1 1: 11，:スギ，アカマツ， 点日マツ)および '{i~'ih~~，浅 !II実験体(烹;}(~ )¥ 

的 rt0j~!n 村、川(li'fl (,',;!, ìrd七、ギ)，関東休本f~'FfíklJi (決減、

日YJ 1'I，f1 i土 Table 1 なお~Zt試級 lと勺

供試材料2, 

i)<Ti : アカマツ，ク口マJ二子;ク口 7 ツ) , 

ツ)なと， そ才LぞtLのHli内!こ布i'U主さオしたもの者:'H:H日ノ t: 。

1 Y<'1 f'i!，あたりの校数および九1t験場所などは '1、able 1 桔H紛争!ililit'j;;z, お試験;とが:った ti~'j'え本0)fjd 1みrr 1-; , 

:L Jj~したとおりである。

スヰどの {jj‘ ii\1<i:J:試験 1 iとミシ m ウホを J?; し、たほかは， ".jぺでサヰノド本であ/いまた，マツ燃の111:試木で

はアカマツ多 IWM 1 とクロマツ， SND-6 1立ツド示ドよわ忍が!出J土ミショウヰ、である U

、j べでジリマレリン処匹TIによって松花させスギの洪九/;イミ iま試験11 の fl 然i'J iE本>.;0:1;;[: いたほかは，な，
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林業試激減浅JII実験林 A閥kawa Experiment詰1 Forest , Government Forest Experiment Station, 
関東林木湾総場 Kanto Forest Tree Breeding Station 
6 ち， l�'} IZU5; 終英樹1P.\ï: 5 .，手 TNR-I , 18, HJ ;粉J九1?i夫議 1 '~') 18民 19サ
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〆 V

F 
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fこ。また，マツ郊の供試料立試験 8 のアカマツ予 IWM-l のま1]皮処tm本会i添いては，すべて自然に;詰 It し

たものである。

3e 処潔濃度と処ま連時期

各:l1.t科~Uと対するf守系剤~<.よる処理濃度l土， 0.01汚から5.096までは段隙であった (Fi芯 4) 。

また ， VlH県の品、!f J\!Hまス寸、\ マツ類とも， ロ襟 iこ干]なった。試験 1

〈スギ〉の処」昨日 (9 月 1 日句 10nlH ， 11 }j1.5 日 λ 試験 5 (クロマツ〉の処J!.R II (3 J] 15 日， 20 ド 1 ，

4 月 5 1] , 20 日〕を除いた各試験の処玉虫日 iま各国内 (Fig‘ 6 ， 7) にそれぞれ示したとおりであるの

4園 事実演IJの処躍方法

スギ，マツ績とも， 供試イくのj主主r:，"f]~生校iと透 lVj c"、ニーJレ袋:をかぶせて処理を行なった。 との袋の底に

は，あらかじめポリエチレン怒小型噴務蕊の入る大きさの?えをあげておいた。との穴からi政務擦を入れp

処王子校の1;~ïlliiとムラなく楽{訟のザi滋を行なった G

処理後， ピニ..... )レ袋をとりぬくといûl市ζ ， lfuの校との主主触を注げるため紙i去をかぶせた。紙jM i主薬液の

乾燥後lととり!添いだっ

なお，薬液0)薬品i散布ば，…定様i交を 1 WI だけ処:Bfoをする!t1.~1r:í!を版印j として行なったが，試験 4 (ス

キつについては， Jlí.)iI1予li (/)半分の濃度:でそE続 2 jilj , b11潔をする逮処理も行なった。

5. 誠遂方法

処JI1:\後~ ja~ 争放花の枯死したも 〈ス 4") , 謬im ， 金 l-3定 (7 ツ匁ü などの枯死したもの t ~ 1:ご p

成長阻努によるノト娘。 tf~花な Yがこ1.:じた。〈よれらの lh める割合lふその It5I'i投合いちいち数えないで，ド~m

1ζより判定した。なお，見これらの約交は]京長11 として p 開花 iúflíjlC行なった。

しかし，試験 3 (スポ〕について 1土諸般のつどうにより，!?百花前"1'の秋(11月 28 H) i:::[(花王室を行なっ

た。なお， l'lmi'Sìi!IHíJ，こついて il{iD"iiQ した結!1~ ， h:f(:{t;のNî犯と成長J5li'illnこよる は変化

が認められ1Sかった。また p 試験 4 (スヰつでは，調査後 iノナこ。

試験 7 (クロマツ〉では，対照ti!)Ëの花粉飛散W:rJÎîlむランダム iと採集した会必]J'll.5 似!の雄花の尽さお

よびi別査の羽交をuなった〈

なお，試験 8 (クロマツ)では?効果めるる[i11J1手持jÿj ，~ üむよい乃花粉1手続!I胞の減数分裂の時期との潟係

を切らかにする式めに 2 巧 rjJ旬から，ほ;ま 5 IJ 間隔に 2H日正木 (No. 1, No. 3) の無処J1jlのt1i花多数@I

ずつを採集したの純H(R，学的観察 MIiHt'E/Cは~ Wj 内相Hfj@を問機カ ミン?染色する刀法でfj i;よい，名資料につ

し、 -cLl: 50ü{IMの細胞lとついて検滋制1をし l，: c 

6. 花粉の綴集と発言F試験

処士現段1ちからの花粉51~1訟の有t!!\そしらべるには3 けたままでlt誕祭ずることが壊ましい。

しかし ， JÆ I!i1zJ，HíÌOJ 発子力を調主をする必主~.J:.) Ii:式投 4 (スギ〉を徐いたすべての;制実では，対照妓才Eの花

粉飛散ill自立に，対日夜および処限校ごとの鋭-!L?'i!t.伎の切りとと! (スギ〉や雄 fLのつみとり〈マツ類〕を行

なったじそして，発x試験mの花粉は ， j/1;花器IJミ技〔スザ) iζ セロハン袋そかぶ佐3 水揮しする力法Sりや

つみとった泌It.司会(-，ツヂ長)セロハンt廷に入れる方法1mで採集したの

花粉の発芥』い\;1後u スーに マツ裁ともス鳥取地在使う;伝法にしたがって1J'なった。
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cm 
13 

1.2 

1,1 

1,0 

唱静
場

動
場

晶
咽品

暗晶
噛

晶
唱

φ: Ji;:ぷ Length

O: TI"í:筏 Diameter

。:間飛散しない雄花の大き川耳1
Range ()f size ()f male flowers which did 
not shed pollen‘ 

0.8 

0.1 

0.6 

0.5 

自晶

弘3

s 
C師四時間.t1on Qf~ む70503 01050.3 0.70503 0:10503 0.7050.3 

Dirt� of F.時 22 Mlr.10 Mar.22 Apr.S Apr.1事
tr蝿tment

Flg曽::1 MH30 処到によるクロマツ雄花の花粉

飛散時における大きさ(試験 7)

Si.ze of treated male flowenミ with MH<:lO, 
in tirn記 of po!len shedding in Pinus thun曲
beγgii (Exp , 7). 

た。

したがって，スギ，マツ史認とも，薬斉IJ処懲の効架:1立総花の filj死，または成長阻害により花粉を飛散しな

いととに 13)0えって，イ:îえ唱と、PJ\とすべきである。

MH.30 処Ell. (試験7)のクロマツ雄花について，対照雄花の花粉飛散11きに，そのメ;きさを iWJ定した結

果 (Fig. 3) によると，花粉を飛散しない雄花はほぼ処理時の大きさのまま，あまり発予ぎをしない C花粉

の飛散期を迎える。このととはスギ (Plate 1, B, C) でも|司様0)結果がえられ1 た。

したがって，スギp ずツ類とも， i't草分が飛散しない!iif;{tであるかどうかは飛散時の松花の大念さで~ (.ま

lま知るととができる。また，きわめて?巴のノj\ さいi\ífdttふ飛;校時をimえる前 lと枯死した。

若者 繁:薬剤処玉虫の効巣l土，雄花の枯死9 または成長[汎rぎにより， i~粉を飛散しないことに 11はって有効

と判定された。

乙うした総点から考えると， 1) ギダマツで!i!bJ忠雄花から飛散した花粉と，対日立花粉の発見:;:;.ド;こ宿意な殺

があったという報告5)は?それほど支援な怠吹はなし、といえる。

最近，ツバキ，サザンカ，その他 Ul必J~ï本などの花粉に舎放射線の照射を fî ないー発~Eが完全に不能

になる放射線量は 650kr であり，核は 1 kr から 5 kr で完全に機能そ失うととを切らかにし，

が機絡を失っていながら，発支Aが可能な 100 kr の放射線をうけた花粉を雌ずいにつけると，花粉iilHまの

びるがタネは全くとれ，なかったという報告lü)1llがある。

除雄斉Ijの処理でもとのようなことがあるとすれば，人 r.発;手床での発兵士検定結果がそのまま，花粉針生

の符然lζ結びつかなくなるので，除1\(1斉IJの処理をうけた花粉を p 実際lζ雌 iLiこ安扮して，タネの稔t'i'.誠子E

を行なう必要があるがg 現在のところ，こうした点の ~;)て 1，、なし、。

トマトのように， 校階ごとに， 段階的;こ開拓する版物での謝君主結果2.1)30ト日立， FW.,450 1:.t処mr後 5~

20U-C，~f:性不稔を起こさせ，条件によっては， しばらくその効泉が継続した後しだし刈ご!日1îl して，その後

iζ開花する花は正常な花粉を;自'するものに戻ることも知られており，残効はそれほど長くはないといわれ

ている。

なお，そ

である。

した，{tが，いっせいに綿花瓶を迎える 4こうな紘物では，このような謝資は不 μû"í記
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諮

器
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器

犠
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騎

クロマツのほ不稔の誘発;ζ減ずる試験(斎藤ほか)

"む川静nt ， atio円 (%) 
3 自 2，0 L5 1.0 O} U， 5 自 3 0.2 0.1 0.01 0.05 Q02 O.m 
母船

場

命

。

T:'J マツー

Speoes 

a
 

p
v
 

K
N
 o

 
p
 

a
 

j
 c

 

p, tiì lJ ober色 11

1);î'， :Mi治山己主るスヰ九

!l¥HJSiflll! � 

捗 ihll i1 uergi!

, 11E1r1ciO!Jra 

仁hE'rnicdis

開抑制7句鎚4

FCPA  

FW.4 怒沼

MH・30

同開-7唱曲4

FCPA  

F帆ム45岱

t明H制調。

MH  

Effect咩e; No pollen was sbed from treated malc f1owers , 

Not effective ; Pol1en was shed frOltl treated male flower此
Repeated twice at the sarne coocentr以Ìon.

Fig. <1 1"\- 薬剤の~Ii，um濃度とその去 J汲

Effect of cmasculatioll hy var卲us lcv日les ()f conccntratioll o:f ch町micals.

線: ii，J<tfi 効jl! あり
つ'防1k$~~~hWJf lノ
<$ :)g }~L 開!

告書長斉IJの処潔濃度と関数2 句

スギ: 4 淡?切による波乙i)淡j愛川処('1'. C\J:験し 2~ 3~ 4) と効'+じ，. (Î))幻{;ý:イふれは. 4 !こ示したっ

FW450 カtIU' 7194 ;つ\ O. ()ら央:; Lll:, FCPA カ{O.5('およス L ，究iJ ;i~の泌'h

2.0;?c;;，また MH<3りは0.05%以とでÓ'>

しかし s 試験<1の MILlO， 0.05.76 のはYl日目と O巴 02%の.~ÿl1J可!で，胤 iE のよ，!iÝtι 成長 I;IJ ;I，: ;こよと!J 、桜花

を加えた制 i、}が予 80へ 90% (凸5!21 Ji-F~ 15法の、均)の iiit; 1)1!提示す処引はでは、 V主余υ〉縫全焼n とされたも

さらに洋品11な検言、;が(j_)/í，;'こー J し、て (1 ，のに ， tと粉飛!\izJvJ の〆"t\Sjl: l'.心匁カイ1\分 (i~ /j~ 1:お告さのなかでみられた ρ

または， ()， 0596の 2 J.i匀 さらに "η fR1，_1交のo 町 1 :76T 1 ;，':の YJ.1，H_t~スギのルUI :30 :)) i;!1 Flj' では，
'_<,_; __~， . 1. ~.. > 

Jι、:&ぐ心ジヲ(，) n\~ 

られる i~~ !sf でおり， !I!1J11i h'l人であると/と f られるくj処乎Eなど ;1)) 1 より{中<1.こな効以 (J)

による，]、irJf ノ!i':，校fof1f の右'.1死な紙 !tの Hi タピ令/のり 1 ])(7) :jí， [V1 時!と 0.05%の Jさ処乙~-)いて，なお，

こ才しらの.;~!.!dlli l認でど，それぞ~'/名::~.hP+_l 15 ，l;jz 0) 、[;どJi!I'j ぞもサてノピ;iJIf 結果 (Fig. 5) /:士みる

そう大き止ないη このしと lまいし\かえれともにほぼ 2096 以下で Jろっじし川、ズ!~心中jijヲ日した割台すま p

ば1 ?f.~畿の半分ずペモ 21 1'JI三 Yrt'J で i:j~(iíl' しでも， 公:札会一一段 (!j しでも，校総(ηだig: iと[;り;ムがないとい

,g_ .1;;:; 。

ずる。シ7カ・:え!jJイミ・:~1+i~\g などを関連台付て-)_j' 7_ ;F，二 j品九段通知に処獲がヲ:汲I!(1主W，~ま 2 f~(lJ Jjカ ;;2必裂

行できれば，会議 (0. ]巧) 1 [，，，政んム;j:~f,IJ1;fi �) ,:L :-)ーである。

n] 地主文が~~心処民対象、本Ii誌にiLE;産処烈ii.jJVI の Jf; ~~i カs/j ずる泌

eか?台~-)ぜてを半:毛主 (0噌 05ア。)すっ 2 l<'IC')!lLl;!illろ二ずること:こよヮて

り交ÍJぷ在 l認める ζ とが三きるであろう。

しかしながら 9 処践の対銃グロ ツ払

モ1-iとは，在住J:W.L? らが::>、な〈たる

マツ類:名 W[;HI:)) 浪!支店Ij処支 1 (試験 3， 6, 7, 8) と効共ととの関係はl-"'ig 、 4 Iこノ したとおりとある Q

ぷ合 5 の RP 7194 と FCP1\ I;J スギの有効設皮よりも工法伎の~:ô;J~+ もむ〉犬。しかし， EP ,7194 (立ス

ドでは O. 05]; -(0 !;}J 栄があったのに， クr:1 -7 '/では O， Y;:; でも党b !f':がた" ，また， FCPA (土スドで IJ 0.55ぢ
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箆処 i主主止 1翌
寸 re.品ted once wlth 

唖晶 口元 CI弘

MH-お freat2d tWice vvith 0.05%MH.30 
O.邸磁器

100 

80 

50 

40 

20 

AUG. S露1"'1'". AUt草.筋EPτ:
号7 正~o4 3噌 7 噌4 21 17 貌4 :藷唱す司4

邸主言伊T. . 
怒鳴滋唱 7' 14 窃噌

瞳. ，却pr，の泊先ι千; MortaUty ()f male flowersぜ

B 薬答による小 Percentage of sma II male flowers damaged 
. 14r花 0)訪合 by the treatment of MIト30

む :校三去のぬ死本 Mortality oJ foliage 

Fig. 5 MH":30 0) ヰ，j~ ') Jjl1処理によるスキ?の雄;ft と

I1d去の七li9五本 C~点検 4)

Mortality of ma]e flowers and foHage treated wlth 

MH-30 once at hig.h cOIlcentration and twice at low 

on日 in Cl'yptomれ'ia 、íapol1 ica (Exp. 4). 

で交b月Lがあったが，クロマツでは3.0

%でも効泉がなかった。な:札 FW

450はスギとほ 1. 5γ6ω(' 

処却をしたが，効果がなかっよお

クロマツ止スキ?と vでは，校~ITiîか

らの.0i'~郊)1没収機構もちがうであろち

し宮また，処理の時期もちがうので

期総な1甘えはできないが合このよう

な !ilJ， WlT'{ふスキ。よりもかなり 'f~11~ 、

なければ，効果は現われない

と考えられる。

Mほどは 30.0お務液 (MH-:lO)と

粉刻印心T) との 2 総務がある。と

れら2f章、刻をクロマツとアカマツ iご

繋 Ilri 1Yz 1'fi (試験 6 ， 7) した結果

(F刕. 4) をみると，波刻 (MH.

30) ば IJli!会j綴マ効来があったが， 1)1郊j (MH) ~土アカ?ツでは効果がなかった o との!京阪が，約}封;i] r立溶解

がむずか!ノいととによるのかどうかp どの点、については明らかごはいが， 淡斉lj (MH30) を{引ねするこ

とが?等:ifl'で為る。

長マツ結では 1 主処!品1r玲波ヰ引1の校:数交が少むいととカかA ら含 スヰギfでみられ犬ような1花巨粉タ飛i尺~f紋主 j郊U活ij 0:の)淫;ゴ延占:D;i:にこついてω主弘鋭i司43族

はでき tなCか

:ま主放 E色主主L Lししノた思滋ノ~j f会三与川、斗;に乙口lは立， 花粉が飛ij文しないと:怒り:r:できるほど!J\ さいものではなかったっ L，たがって守 マツ類

0) MH-30 処CEでより惟フ〈な効果を1-U]' るためには， 0.2% で処E止をはなうことが点、主主であろう。

考 察:効果の認められ允お菜斉lHi1 供試お位:ITillで~ b.良伎がi勾くなる 1<::つ ;1 1.て総花の枯死する割合 l立高

く，効呆は増大した。また， .ιょとも II'J様の傾向があったっしたがって，効ゑの得られる濃i交での最低濃皮

をもっ Mて， :.:fj効議長 j支とするととがEitましい。

しかし，スギの部分的な然結果で i立，処理kjfi'tの内部;こ， ワギダマツで十日摘されているような花粉飛

散の滋延現象的が孤められに ω

花粉の.;)f(J&，-t訟は， ~~11t-?~{ (j_~ ，1立の切りとり〈スギ〉やkíUtのつみとり(マツ ~i(Ü の時期によってを大きく

左右される。この試験では，終処主主の奴 ISの花粉淡!!支店 rìíj (じ処]笠MUt も 10]11寺 Jこ切りとりやつみとりをJ支

行したためp 処HllidJざとしてはね;tιi守却がネく，*米であれば，終処理の i:jfqtよりも JiH初回がおくれで，

花粉長飛散するばヂのものが， !UJ}を飛散しなか t ナことも:))えられノる。 卜分な綴君主はできなかったがp ス

ギ'7ツJ1j!12こも:釘効桜i霊は， これらの点も十分与点、して次官こした。

MH30 の有効濃度:土ス F';' (iO, 19:フ(または， 0.055::: の 2 Ul l1k i!i) ， γ カマツ矛クロマツでは 0.2% で

あった o M.H30 0) リ 1 タヘマツ 5)6) で効!殺のあ勺 t: 淡[皇: (0巴九1"1;) \こ!:L車交すると， ス .të ， アカマツ， グロマ

ツなどでは，より fr~漆l史て、効Il~がしj られたととになるの



こ υ: る'/(三アカ γ ツ，クロ γ ツ よ為 (j~i泌 LbJ') 11 

3. !ilbf.翠の時期

スギ:>かと二心 MB.:;O 主!.br:JI ~口 2~ S, (1) -Fig> E i ィb
l./ !'.~ (! 

ふれによ<;) (~.': ) ~i かノむとで ι~) グ~!1 VS IJ u., 8 1'!日;こ;ま U 去り，;三:ま l 巡 'Pd! ~-!d制 ι ， 10/] 2 11 ま

ある c これらの処J'.I\ U のう i.:) ~究Jr己のなか，処JH!l!{ 土 8 J-11"7 と才 さつに， 9 !J211i 以降のそれをすl. CD

よyり '11 H 乙、J

iノナこ j) ~って， 以忠実よ-'f r 江戸 p 土二子千，'i'íj'.í，q干ヰドれこお ii MH;~O 斗ド，'jUlil ， 8)] ト伝11トら 9 )1

L 0 Lj í!U まだぷう~(ぶ '..J G 

マツ類: VJ ;:，l} と;ぶ )"::1 のアカァ'/， j-' r:.l ":..;'<ツ iζ ノçJt る MJl '3() (次品売 G， 7, 8) 芽れま，

Fig. 7 t 守ゃ

I ノ"~'.)

1969 iドに去!1 W， O) 立人られ十台生ぞJ1.の[竹取は》 ゲロマツカ斗 i ハr{ C :! )j 22 U '日Jj 10 [1，カ， 2 15 H '* 
!j 1 である'j:允守 ~y マツ!;]: ;Jょが，j 22 [! '. 4 Cí ノトイが '1 15 H'にある〈

i弘耳立効栄のな\よる丸 ;γ r'マソ〉 アアJ マツともよりもは、が J:i";l心 Eにた， クずいノ U: .r カマ

ツ ιi、りもI=i_t~ \傾向九 n)γ 口

:;: !-:才 1970企ドにおけるお;ふi) クロマツ iζ対する MH 300)iI子月!j.f.l

~i:}>~除去) fJt試イ:タIvTGR 1 マは 1JJl11 の5u1 二↓\， MGR3 ごは 3)J1711 ノっ主 --C~ それぞれ効尽力f

に{められたむ なお c 本.，こ r コし γC ， u すよ込，._よるとう花粉尽紛れ!の減数

'7}1~:t_.f'乏が芯 2h られだ()) (.土 7 向ノへとお 4 月 11 ))戸からとお，.，;;，:)したって宅支IM~(D持ら才[JJJLこ

処1m くは 9 iど先安なったものであ ζ )C)

場静ー間t妊手効果 Lちわ '1書調綴臨 場事 • ...... ....0 蕊X伊。 競

Effective ; No pol1en was shed 
from treated m'11e nowers冒 今務鯨務 豊島 げ嘩ト門戸川 ..........~.>........... 白 書事

: )ShJ:ffi効挑むし
Not effect咩c ; PのlIen was shed 
from trea ted n市 112 Ilowers 

情弱?穏 .0一日曜' 場 犠 唱静→ o

10 2日 30 

自廷伊す寝間鵠際関 IOCT. 

Fig.6 スごドのご立;:} MH.30 O)i~LI[ Ii J" 出とその令j来

l~{_fect of C"lnasculat1.� 匤 variou.s t iUl 己目 。f treatuL記nt

\v'ith 断行1 30 in Cryþfo卸II!1'Ìtl joponica. 

日守焦げ('J P て/W/701?!"-Oi! 一一ー→ー梅

円台千/(ir，J.

吋 P i"f;u l] b引 1il ‘'

日 áensiffora べ;シー

M匂丹、hunberÇf!i 命傷

@ 場移

*' ..................("j- .....................f) 心

⑮ 

• 
@ 

司b

くこ》

@ 

〈コ

鯵

o 
e 

」L…一山 2 均一"_.:2.一一♂一一宇 明 ぷ
ーし一一MA………! APRIL... ，.，.~ 

(ンり l

命 i'付金交誌あり Effective ; No pollen w出ぉhed frorn treated maJe no~'\;ers 
0:)注f在宅.~:!k' なし Not effective ; Follen W2S shed from treated male flowers. 

Fig. "7 γ ツにおける MH 80 処与ンリりえふ苦

Effeci 0:[ ernascul日 tion in val'ﾍous timcs ()f tnλ I:ul.en!: 

wi.th .MH , 30 .�n P匤us dClIs凬lora and P. tJumbergii. 

4事
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なお，花粉母':*fß9包の減数分裂のどのくらい前に処熊毛きすればよいかであるが， 同時期， 向濃度の 0H緊

で，供試木によっては効泉が得られない場合があり，あまり明確ではないが，おそらし MH--30 のクロ

マツ lこ対する!l!1践は，花粉母細胞の減数分裂|議始の 3'~ 4.遺骨'~flîJ I己実行することが必要であろうと:)ijえら

れるの

考 察: I滋雄刻 (FW-450， 2 ， 4-D) は花粉食tねH胞の減数分裂時!と作用じて，花粉の形成を妨げるとJ与え

られており，実際IC処ß}1iあ数i混踏で花粉母細胞の核の凝[国がみられ，ついで，花粉母細胞や花粉(小胞

子〉が壊死するとと 26)30}，あるいはタペート約胞が崩壊せず，花粉の栄遂とならないために，花粉は内容

のない小形のものに退化すm ること 31)などが観察されている。

しかし， ζ の試験で!ふ !感想桜花の花粉母細胞， タペート指H fJ包， 花粉などの観察を行なっていないの

で，総花が枯死するi'jíj Iζ，しのような経過がおったかどうかは明らかでない。

スギで効果の待られた処理の時期は，静岡ではI}lllt前年の 8 月ド旬から 9 月!二・ rþi]Jであ「た。

スギの自然状態における花粉ドj細胞の形成の時期は，烏淑ではおよそ 9 J]ドイヲ]~10月下旬であることが

知られている 8) 。

また，クロマツでは rt粉[ま細胞の減数分裂開始 より:尽なるが，東京でのクロマツはおよそ 4 月中

イサ〉のおよそ 3 -~， 4 週間前 lと，処放することによって効果の得られることがわかった。

したがって，との試験のスギ，クロマツでの効果のあった処践の時期 1;):. いずれも花粉母細胞の減数分

裂開始以前であって， 1) ギダマツI))ifj}や農作物30)での結果lこ一致した。

なお，スギ(試験 4) の最適処銀特Mよりも，少し ;I][ くなった処潔の Irrj--1Ji条の雄で lふ下部の雄

花ば枯死せず， J二f~)の雄花だけがtíi死するととも観察された (Plate 1, D) 。 これは， スギの1::''*の分化

は，同一五rr条においては下部から上部へ新条の成長!とともなって，求項的iζ進行し t' という報告別とあわ

せて考えれば慾終できる。

また，アカマツ，クロマツでは，処斑効果のなくなる時期は水fイよりも悶黒がE界く歩クロマツはアカ 7

ツよりも早いという;益奥がみられた。 われわれは，この年疫の供試;tえの花粉f引:同胞の減数分裂の時期の調

査!は行なっていないが. It紛の飛散)，1]1こ関しでは，アカマツ?クロマツともノト~? よりも目黒のほうが. 7 

~1O日ほど平いことを観察しているりまた，クロマツはアカマツよりも 7 '-10 日，王手いことが知られてお

りわベ花粉母細胞の減数分裂の時期もほぼ， ζ れに準じた落、Jl1li をン-r;すものと考えてよし1 '1(> したがって，

供試木の繍栽場所， i説経!とよる花粉 jサ細胞の減数分裂の吟期のちがいがきとの差幾を生じた lM国と考えら

才L る。

4. 各議斉1]の選択性

スキ:いろいろなi1与野iや濃度で各薬剤jを立っ l百散布(試験 1，丸めした多くの処想校から， 122 経効果

C-lt紛が飛Ifz しなしづのあコた処理tz， SO'~9996 の雄花が枯死した処1翠校， ]'~49% のkft花が給死した処

理技などをそれぞれ選 tet 分鎖したっ

そして，分漉したそれぞれに含まれる処王室校については，校五互の薬害の程度により 4 つに分類したο1妻、

た， MH30 処理については，雌花の薬答の混皮によっても校紫と同じように 4 つに分溜した。

薬主芸の程度lまg 全校!Wl (全i役 {O の粘死した処!宅校， 50-~9ヲタ66コ校JとくIllll.花)の枯死した虫色]出九 十V

49%の校葉(雌花)のj:ME した処J立1)土，校紫 Otß~D Iこ薬.I.~:のみられない処践校などである。

除雄効果の漣皮により分史民[ノたそれぞれの処盟校のなかに，来:i~~:の程度{とより分額した処1刻去の数が，



除!4t刻によるスド，アフj? ツ， クロマツの段 Lj司不稔びJ約流iと関寸る試験(斎藤ほか〉 … 13 -

;')C.~9~1 只

際x酔."1

F岱PA

FW調喝獄。 購鞍譲欄かだがれ

供持 H相得隠

If F' ", JJ' 
fl倞ers 

仁

輯擁護瀦忠平臼

」白山ふ 2 2 ‘ s h働側制ゐmωω色目叫品崎町備品働側糊d ' 品

目 w w " " ~ D W 0 " 8 日 100 0 20 40 GG 80 100'v 

動 :会:t~}'f (主的HD の枯死した処刑主 All kil!ed follage (fema le f!owers) 

関 : 50 ，...，...9哲男づの校"1): (JttiHt) が枯死した~~hm 校 50.-...官官%1日llect foliage (f刊lale fl倞ers � 

: 1~49;;百の校総 (JJljj'花)が*!i死した処lH!l主 l~4H%.， killed foIiage (femaJe f!owers) 

口:校広明仰のf，I況がHi)W~O) ;V:1 J割以 No kitled foliage (female flowers) 

:日空TUJl{iilj亡しない No female flowers 

F�. II スギの|治Mt効来止す菜子fとの関係

Rdation bel:ween the ef[ect of emasιulation and the d乱nla.ge

()f fo1iage and female f¥owers 1n Cryjうlomeria ja戸omca。

守

諮

4 滋，君事

調

どのどL つなわIJ1j- 'C 合まれるか去 /Jとしたのが， Fìばg目 II iI怠、

との結，長件ぜf戸又も i別リ川1 らかなよよ牛う lにζ~ tい、すずWれの 1捻濯桁;剤?竹!も「除よ，主'j:; )~域11 効;糸及ιの)あ，.，、た処j波1澄1校で:ば土丸P 校岩￡絞にζ乙♂茶E及iで在Jが生 iじJ た稔 な

かヤで亡 もι1双4りP 7194令 i下「じPA ， ドW4必50 の 33茶5点刈|リj で iは立ふ来lたミ'2{子 ιの〉持波に二2芯;可J

Jみみy与h ら才れ[を ;~さら;にζ ， 5加0 、.99宍均Jω;液i五Lυ1花E しかも1;3'2:せれ !分なlえば[効浪。〕得られなか た!z'~J'E伎のなかi;4 も，渓

l 士三ブ)~.d:.: ". -:-., 
ι ，ノーE ふ，....，、 ι

したがっと， この cj!長存II(ま，のみにイnnする(~~ -'，つ必 jJ(fl が{延山、ょうでのと;コなかごもp アメリカ

マご 1; タのど企剤として nT9Jx: :され-C~、乙 FW 450 は， ;J3 り、浴立ちっとも低かソ

" J 、"

サr， .1\-111…30 (%1;;)' 減効采のあ，た処}'ì!.校?と， れるにすぎ

れ ::l ;草剤1];こ iち絞して ik i支の架!igがはるかど少なく~ 'Uj~以来 ti!] 0) フちではも、くこもヂT.~lマあお C)

しかし" ItlfU!"'o) 薬"Ig与をみ乙 1二、 IZídf(;効来のあた虫71HE絞とは I~ぱ宅孟t ム λF ど Uの〉処j淑1法世料千伐，主k に;楽忠，、JtJぷj: í'えl}川:.，\じ三λ， 波円正clFl筏:注忍iif : 
~支4心以(1のJη) ，忌予いち ιの)も含まイ什れ1てしい、る" ざら iにζ ， 50 巳Jノ.99ζ~bOのコ託絞t .fぷi主レ〉かFらρ干h村杭"山!V竹i

;処q乱1f筏t司宅1官1t~校Eの 主必約〈守J 、!ド三 E数~?口L乙， 宅も)， f，わは波Wト4セ々ltrfft7ly怒1

なお， Jj忠良似安による !J刈花のt~{:&;f;;H{七二百はきわめ亡[羽目;とあるが， I切明り列1 らカか) (にこ二没立迄;♂:にζJよ、 fι; ノづ小jト， j将詩!J花包 4もJ 誠;めのJう) 

られf

ええ白 2る5 と， 恥MH30 主処品F孔でのi捻1Eの〉淀fi寄菩;ば土丸》 託UG と;法去立:の q川1川1 ，日よりも払， や号や涼)!{花:5::にζ)'11江riiしい、 Z怠手雪繁手千，う{け7 るよう で

ある。

なお， は， ，.\!i '&i~:: 主る小tlffi tEから発注した球;廷は，以f長時においても， .I.t. ii~ f1� ，'f，~ Iと

，七十:近して，その.n:が小ざかった。
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マツ類:マツ発QC 主処flli.波数の少ない ζ と，また処理i弘とくにアカマツでは処波校1:の白書、花着立の判

定が広j難なこと，さらに l 処更II校 i二の批t!t数の少ないととなどかり， íVlH<30 の ~~t謀関係については歩ス

ギのよつなとりまとめかたはできなかったっ針葉， Jyæ :rsの楽j志は，スギのL具合とほぼ同様であり，除PSi効

果のあった処Jlli伎のなかには，針葉のごく 泌が枯死した処四校および会雌花のお~翌日した処t1J1 t之がともに

50--~605お認められた。

またョマツミ誌のil:IVl:はそれが殺生している新約とともに枯死 (Plate 1,. F) するものが多く，その後，

した大半のものでは，拍手EJi!í ü主下の古í}:1f~~の閃からの JìM3Jがみよ1祭主れた (Plate 1, G) 。

考察:林木で lふりギ夕、マツ;こíVIH<lO， .FW 戸 450 ， 2, 4 D , Phosfon (; し， これらの薬

斉[1 cりはかでは， M H  30, Phosfon が有効であるが， 1 iY~1:球来の j三;主が rm.~:どされるので，まだ，実洞化の

tjZ I:こ i土していないとの以ffM〉がある。

{:JUJ:i，\[;芹Ijのなかいでは， 1¥1IH:)O く， -j ぐれている点で lふわれわれの給月さも問機で

あっ?こ。

I村?付2桜i物 C(ま， !滋雄f引1 (FWべ\50) (士岩手』惑に ~riiiから吸以されて， lnl '1'8 i* Iこ移行ーす心とと， また， M�. 

るが， ~五1表およびとくに it五の ;(n~;l}tζ いちじるしく集まる。なお， 11.，子

湾よりもやく市に多く議秘されるといわれており，これが， )翠 11とがJI.(ft在性器官に1'r:沼する際関であろうと

;ど、えら J[，íごし、る 3D) 、

ヰi刊， rs楠物O)~~ 合， ii市託tiEのう}{七労jlζ;仁:叫があり，対Utの分{じが ~:rlければ3長期1 1:- 11往花のみに fl: i1J させ

るととが可i訟であるかもしれ1;i，し、

スドω 自然、状熊における雄ltの分化院は 6 Jj r旬F ゾ 9 !jJ り， Jilttil:の分化共1H士 7]]j 勾r~ 9 月中

，乱世1'[:の分 íi~f}fj N� ;I)j f立雄花よりも 2....~3iim問迎いととが知られているE30

じのため，スギでは，あ る選i!?泣を期待して試験をすすめた。しかし，効果のある

!ii1 1!l\では3 波書がとくに雌花 J こ生 t，分化j況の ζ の税!交のi2Y立で lむなお， 72ぺきな選択性l土砂られなか

.J-_,. 
Jコ:~つ

tL ク pーン間の反応援

スギ> 5 クローン iこíVIH-泌を時期， yt皮JJ[J(ζ:史 ilii iì'n'!i (試験 3 )した結果 (Fíg。めによると， {t添え

木 1 (OOI.l0) のように反応の I~~fîいク cl _.-ン 1 5 行、NR1) のように jぷ応の低いクロ m ンがみられ，タ

舗諮PT.調舘錫命傷縁。

骨錨 争犠奇襲唱静香静

3D 場 o ，静場。

Cloηes '1飽 3 .. !韮

C印1centration(も)悶."10

場奇襲唱静曜襲。

曜静唱静争争。

轡 o c善命。

叩認識 4 臨

窃a白7

曜Þ $ ~静妙。

場畿運善命。

ゆ O 畿曜襲。

守誤:lI ..弱

E払岱錨

験: r徐立益支)j泉あり Effective ; No pol1en was .hed from treated maJe flowers. 
0;[徐縫交b)f~1工し Not effective ; Pollen was shed from treated male flowers. 
].;OOI-lO 3;12じ-3 5; TNR'l 
2 ; OOI-G 4 ; FJI'A 

Fig. 9 スギ 5 クロ{ン Jζ対する MH-30 の時比):j~濃皮)jlj !ii1 1Lliと効来(試験 3 ) 

Eff記ct of emasculatioll by different cOllcentrations of 侔IH-30 at various 
times of trεatment io Cryþto附eria jaJうonica fiv日 clol1es (Exp. 3). 
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，-;1人ヲも，年IJ'れのあとrvリl-.:_~jOIヨイr ClJ とふろ， も J 仁三 /、 r カマツヲグロツ ち t准

1ìt(._I::t~~_ 与t ， f くに開花に五三iFがと ι たうご から，巳j)(f(J 死滅 と3 し、)日:に

の突)!J íじはな;fc; i.必とあるぐ

林ノド 'f-}'下:1tI; C おけるた?総 ifl\ ωLr，:JtIIÎn はしにいえ}~1 ij 、討J げiの施 Iチピ t: って， び主主才:っ iと 3γ'JIID::L~r る

ととは決定的にその{;:泌がij~iJ [~H ~~~- i! � 

したがっザ， ζr1，~ミはよぎ沢的:とど九七 iとヂr: iil 9 る後斉1)を i~i1 !J\ J E主 7己 s ゴヒ (j)JJ、化の

II!J' JVj ((.1 �(: lt~ 0)利用もーけつの万ぼである'/5ら!と， この ih:~，I!$fでは?ほi~MLYr!lω

の必ずるのiこ効栄があるとし、われている採点1](幻えっ、ζ いないが，

検討ち仁、安ごあろっ!

,- lf.r --)(.01t!J とある， 織的司l'[!:LfL

c らしi)治的{とっし川ての宅h;~;~(.))

花粉 0) 干C~~--\'引退ijえの機能イイ';!~yJ L ,:S -+} -f!.} jない しJても、 l守原作処J~.H ;くよぺてヲ勺j; IE粉を L なく

;1 1.. ~;f'} 忠誠斉n と if亡の在的な効!誌を主n ft]できるなる与WJ ま':， 1r:iJ れの[}iJ lι}自宅 :;t( ら る t. '.h ミ γ
'，._/-/、、

の JP、については，さらに別主tかが~l~'である。

なお， この試験で;ふ発 IJ山した1[:，粉{土主将ji指ノりかあるものと L て，去)1[を刈だ '" !'~ 0 

しかし， it年5}'iQr !:r .俉!J Jどグるがq 乙〈紡総力 (-.t l，口、という ， ;U;C斗J手!1~-mi貯の、lζ 改めらオ Lた f起すみが， ιì;tLÍt;~iJ 

!~~Jt立にも!j:ずるかどうか， ?Q.~flH 花粉心円以(本でのs[:{;'dì旨)]りがr;rJが必裂vCある。ふ、りに， このような駁放が

{tûI;;{tされれば，会泌総コさら :;:'1H~ {1mD主民間を刊行滋 ~，t し， いては，より Jll=it，を少々くずるととができるで

可一 切司F

03Fコウ。

なお) J采緩 .1;;1; ， j采後こ没入言る不}.:之花粉の!な紛はタネ|米j弘 ο川、↑耳、とははらないので守 これらのほ仰に

対する多少の?ht~.'.~{ <t:知的1するならばp 不良 It iり?の Llノ\;))iL という、氏"ら， とり üt:~{l~ゼ校 :!JS心不ごいJrりもっ

とも少なカ足った MH3ひそもnrnす之に (iT!rüi:~~c j~) ろへ。

このえよ殺をすすめるにあた〉て， ごf旨、手rをい?と i:いた段付 í'ì 材、了L 、川、氏、も十 6i)Ll二 ;ヲ )11 イFj ノリノ~ ).設七、

与すへ1-:子主、1..[:'
F寸 {λL，tj- -;bζ j' ll� Eミ trl;JL ， な，:;)こ Jt["j;íJf況の険会令1iえどいただいた泳判長伏木将係j会ん '(,'ill 

氏， ノcJjú私ぷ深 (lill'!i j 好投'1三(お，主制マ林業ぷベ央主ヘ貯 W'!Y1 ü'\止 tコヒ主将.;jFi

，本 ;引1J j:~(:ζ JffI くネ;げる"

人\
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反l 版説明

Plate 1 

A 司 11~粉Jí~ 数\i'fI )íJ の 11民共生j中心スドの段1!

B 歩 C 恥 MH30 の処伐に』ってぷ死したスギのt:ff:iE

D ‘'ltnうの宇 H5{ú:による MH.;{O 0)効 !itj，のちがし , (}ト<，， :1どした tif.{E，下出: r&J訂l1'i与による

ノト縫iU

E. 刊のb'!!，iJI'.Iれら};fj;/):-らがj 弘 5 か !J ネ，lf， jl!古しk 力ロマツヰ~~-~，~犯し球汚~ (後);};:8117 ) 

F. MII:30 (7)却しNllζ よ dγ枯死した :~W[ な iと(括UlS : 8 FJ 1711 ) 

G. 名fi3iS i\í)[i'[1、、の誌の刊から勝手 l/た"に(滋f0 ; 8 n 17 [j) 
Plate 2 

H 。花粉飛n';ìi~I 自立の 1Ft必}1l\の ;Î' ロマツのî:it1f

1 , MH30 (0.59f,), :3 1 処}'\!.O) H と クロサツの !1iiE

J. MH 30 (0.;;ヌb)} ~J Jj 1 処J1i( lJ) H と河川グロマツの総 if

K., MH:30 (0.7(';)) , :3 YJ 15 処Ji!l O H と [λjD':i JlJi のクロマノ'のW:fE

L 、 MH， 30 (0.571;) 守 ;; jj 15 Hl~m'.の H ,1: 1;が~1.加の々ロマツのkítll二

M , MH30 (0. :3%入 3 Jl15 H処J'Hのおと rUJIIJj 1mのクロマツの~;ft:n~

tt. I-Mまではいずれも花粉苓升宅設し広い。
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Mal母 St枕ility lndueed by SOffie Gametocides in 

Cryptomeriαj昭ponica D. DON, Pinus deusiflQra 

SrER. et ZUCC. and P. thunbergii P ARL. 

Mikio SAITO(1), Yoshiyuki FUJIMOTO( 2), S且tosl hINOSEKI(3l 

anc1九IIasasi OOTD (引

Summary 

Experlments Wel 巴 C品工γied out for studying possibi1ities of �dudng select.ive malεsterility 

in Cry戸tomería ja戸onica D. D01<, Pinus densijlora SiEB. 巴t Zuιc. and Pirms thtt符bergiì PARIぺ Studies

were carried out during the per綷d of 19681:0 1970 u81ng FW…450, RP7194 , FCPA , and MH  30 

as the gametocides , vihich had so far been stud_ied in sev巴ral crop plants. The 8tudy produced 

results simll且r to those prev101181y reporl刊1 and 1n which four chemicals wむre mentﾎoned as 

being respectiv日ly effedive in prevent�g po11en formation. 

Four-to ten-y問r-old CryjJtomeria jajう0刊ica treεs ， were selected as the experlmental materials, 
�11 the arboreta of Govermnent Forest Ex伊riment Station, Meguro, Tokyo，乱nd Sizuo]{a Pre掛

fecttlral Forest Experiment Station, Hamakita , Sizuoka Preﾎectore. Sîmilarly , 10-to 13-y告ar山口ld

Pinus densiflora trees, and 10副 to 22ゥ.'ear-old p , tlnmbeyg劦 trees, w巴re 8elected in the arbor巴ta

of Government Forest Experiment Statioll , Meguro, Tokyo, Asakawa Experimental Forest , 

H旦tioozi ， ]、okyo， and Kanto Forest Tree Breed絜g Station, Mito, Ibarald Prefecture. 

The gametocid忠告もl\Ter巴乱pplîed 1:0 the twigs (lf samplεtrees by III日ans of spraying solut卲n 

of various C(lUCentra�lls and on diff巳 rent dat忠S.

FW.450 was effectív日乱t the conceηtration lev叫 of 2‘り払 while FCPA and RF..7194 were 

effecti ve at the levels of O. 5 ancl 0画。5% ， respectively. However , they were consid巴1・ably harmful 

to foliage allcl fernale i�wers at th記 sam忠 time， and the less harmful chemic乱1 ， .MH..30, was 

pref母rred. The latter was dfect茁e to Cry戸tomeria ja ponica 乱t the concentratio日 level of 0裕 1お

and at the level of 0.296 to thtぅ two species 01 pﾎne. The dates of effective treatments were 

fro!l1 late Aogust to early September in the year pr巴vious to Cry�tomeria flowering, and early 

in the spring � pines, just thr悦 to fOl1r w開ks prJor to the pol1en rnotheで cel1 rneiosis. 

Even when the development of male s1.robil� wa日 disturbed consideτahly， pollen shed from 

strobìli 、vas able t.o germinat札 Ther巴fore， treatments o[ chemicals were cOllsiderεd 乱s being 

eff日ctive only when no pol1en grain was shed. 

Although MH.-:30 was less harmful than the other three sorts of chemicals, it actua!Iy 

caused injuries to the foliage and fel11ale 到。wers of the treated pl乱nts at th日 minimurn leve1E: 

of cOIlcentration. Therefore, it: cannot be practical� utilized as the emasculating gam巴todde

ln ordln乱ry situatiol1s. Even SO, it. can be utili:訶 in some cases such as the emasculatiol1 0:[ 

less favourable individuals around the seed orchanls 01' selccted seed stands , 

RecelveJ July 11, 1975 
(l) Sllviculture Division 
(2) Sizuoka Prefecinral ForesτExperíment Station 
(3) Kanto Forest Tree Breeding Station (Present address : Agricu1tural Structure lmpr肘rement Bureau) 
(4) Kanto Forest Tree Breeding Station (Present address : Taira Distr兤t Forestry Off兤e) 
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1':克planaihm 01' plates 

PI晶te 1 

A‘ Malt、 Howers of con tro.l just be:fore jlollcn ~.;l1f:'dding in Cryptomeria ja�onﾎca 

B , C. .Male f]owen; k�l1ec1 by treatrnent w�h MH:iO in Cη'jJtomería ja戸onicα

D 剖 Dìfference ()f t110 effect of troatrnent wi.th M日~30 by t11e set pos�ion of ロlale f!owen; 

(upp仁、r part: kíll刊.1 rna1e flowers; under part: srnaU male Ilowers damaged by the 

treatrne了1 1.)

E. Young COHCS of c(Jntro! afwr about .f山 e nlonths and n haJf frum the treal.ment tÌ r抗告

ofg品metodc1e 111 Pinus ! hun�rp;ii (Photographec1 Ol1 /¥ng. 1'1) 

F. Shoot and fernak �10wers kil1ed by tb[‘t:reatment with MH<JO on 

A.ug. 17) 

G. Spれ lut日記Jongated out ()f prcccdín日 folíavc dirC'ctly under k�!ec1 oart (Phe,togrilphed 

りn Anf(. 17) 

Plate 2 

H. lVl.ale f10wers 01 control jll 日t heforι‘ polkn ;;11\ 、drJing in Piuns tJJltll昱rgii 

I 持 Male ílowcr日乱L the 弘司.111C tirne 日s J.J, treated with ()脂 S5{ゴ ()f MH  :30 Of} Mar仁h 1 .�n 

Jミ thunh，ザgù

J. JVlale fíOWel 日目 t th心日日I日々、 UnH‘;ぃ、 11 ， ín可lted W.咜h (). ()f lVlJl :30 リ 11 M.a r仁h ] ill 

fへ thunbergiz

K. Male jjowefs at 1]1(' sarne tinw ilS Jl, tn.ated wi劜 O.7;i; of .MIJ 匂 30 <)11 March 1.5 .in 

pιI hl1nberg� 

L. .MaJe f10wers aL the same tírnじ乱s 11 , ireated w1t1l O.59l 01' MH  30 りn ~は arch H: in 

jて thuNbergii

M 、 MaJe !lowenl a� 11]( ,. 告白me tinJ (, a;] rr, trcated with O. :1;)); ()f M1I<;O {)[1 Mal"c]1 16 � 

fミ [JlllJlbergií

Nole : Ev巳ry mn冾 flOWN (;f T. 10 M. did n�1. shed pollen. 



，，;j(h:\f 約によるスギ，アカマツポクロマツ 関する試験(斎!払ほか) -~Plate 1-



-Plate 2- 第 278 守




